
▲大平の稲村隆志さん

大平在住の稲村隆志（35歳）さん。稲村さんは米農家の８代目として生まれ育ち、家業を引
き継ぎ米農家と社会福祉士の兼業農家として日々奮闘しています。
「お米のあるくらしをもっとおもしろくしたい」と話す稲村さん。それがどのようなことを意
味しているか尋ねると、「日本人はお米が好き。それなのに消費量は昔に比べかなり減少してい
るんです。これらが意味するのは『おいしいだけでは、届かない』ということです。おもしろく
するためには、今後は美味しさだけでなくもっと他の面からもアプローチをしていくことが不可
欠だと思っています。」と教えてくれました。
稲村さんはお米の楽しみ方を模索しながら、可能性をもっと広げ、これからの人々にとって価
値のあるものとして次世代に繋いでいきたいと今後の展望について熱く語ってくれました。皆様
も楽しくお米をいただきましょう。

ドローンによる水稲一斉防除が実施されました！
大平、浮島等、市内の水田にて、７月下旬から９月上旬まで、

JAふじ伊豆による農業用ドローンを使った水稲一斉防除が行
われました。
地域一体となった病害虫防除を目的とし、農薬を散布しました。
現在、農業用ドローンは、農薬・肥料散布等で活用がされて

います。今後も、スマート農業の一環として幅広い活用が期待
されています。
しかし、使い方を誤ると大きな事故を招きかねません。ドローン
の使用には、認定が必要な機種もありますので、講習を受け、
認定を受けてから使うようにしましょう。

「沼津の農業いただきます！小学生のための食育体験ツアー」を開催しました！
8月9日、市内の小学５・６年生を対象に、農畜産物の生

産現場の見学及び調理等の体験を行う「小学生のための
食育体験ツアー」を開催しました。
西浦・門池・愛鷹の３コースに分かれ、西浦コースではあ

したか牛の餌やり体験と摘果したみかんを使ってのジュース
づくり、門池コースでは豚舎見学とソーセージ作り体験、愛
鷹コースではオリーブ畑見学と夏野菜の収穫体験をした
後、AOI-PARCに集合して先端農業を学ぶとともに、食育
指導士による食育講座で「食」に対する知識をつけました。
小学生にとって初めて目にすること・体験することがたくさ

んあったようです。

お月見茶会を行いました！
中秋の名月にあたる９月29日（金）、沼津港大型展

望水門 びゅうおにてお月見茶会を開催しました。
びゅうおに訪れた参加者は、駿河湾に沈む夕日や雲
間からのぞく満月を眺めながら、日本茶インストラク
ターが丁寧に淹れた美味しい沼津茶と茶菓子を楽し
みました。
また、沼津茶応援大使を務めるアスルクラロ沼津の
マスコット“アスル君”も参加し、沼津茶のPRをするな
ど、会場を盛り上げました。
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令和５年秋の農作業安全確認運動実施中　　９月１日～ 10月 31 日
安全フレーム、安全キャブ付きトラクターを使用し、低速車マークの設置、シートベルト・
ヘルメット着用を徹底しましょう。
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第25期農業委員会の委員を紹介します！
　任期満了に伴い、令和５年７月20日から第25期農業委員会が発足しました。
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左上から、大村幸広・原　泰一・
鈴木孝雄（会長）・脇田敏夫

左上から、原　敏明・笹原文彦・
川口　修・水口　満

左から、長濵秀典・秋山清房・庄司岩雄 左上から、廣瀨正一・
白岩和子・久松一也


